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 　　【１】 　　ポートフォリオとは何か
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（聞き手：伊勢博）

----ポートフォリオって知ってますか。

渡部　ポートフォリオ…。何か聞いたことはありますね。

----　…知っていますか。

相沢　いや、知りません。

----ポートフォリオって知ってますか。

斎藤　名前だけは聞いたことあります。

コンラッド　ポートフォリオとは自分の作品、写真、芸術作品などを集

めたもので、進学や就職のときに提示するもので、例えば自分の作品記

録みたいなものです。

----ポートフォリオっていうのはご存知でしょうか。

青木　ポートフォリオっていうのは総合学習なんかでよく聞く、生徒が

学習を進めるときにファイルしていくような、そういうやつでしょうか

ね。

羽柴　総合学習で、２、３年前、千葉の方かな？　研修に行った時に総

合学習の実践校で聞いたり、見せたりしていただきました。

ポートフォリオを知っていますか？
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●eポートフォリオとは何か
　「eポートフォリオ」という言葉は新しい言葉なんですけれども、

「ポートフォリオ」という言葉はこれまでも社会の中で広く使われて

きました。

　「ポートフォリオ」。これは「紙ばさみ」とか紙を入れるファイル

のことを意味しています。その中に自分の作品、あるいは学習であ

れば、記録したものを放り込んで束ねていく。そうするとこういう

厚みのあるファイルができる。これがポートフォリオです。その中

には自分の学習履歴、いろいろ学習したことが詰まっているものに

なっていくわけです。これを５年、１０年と続けるとたいへん立派

なポートフォリオができていく。そこに自分の学習の成果物、そし

て知識を育んだものが全て記録されているというものができていきます。それがポートフォリオです。

　で「e」が付くんですけれども、この「eポートフォリオ」というのは、それをITを使ってもっと、物理的なかさばる

ものではなくて、パソコンを使って、その中にデータが入る。その中に蓄積されていくというものです。それが「eポー

トフォリオ」なんですね。

●「興味」を引き出そう
　これまでと何が違うのかというと、それは与えられたものを受け

取るという学びとはちょっと違って、自分が興味のあるもの、何を

学びたいんだろうかということを核にしていろいろなものを集めて

いく。そして調べていく。そして自分の知識に変えていくというこ

となんですね。それを支援する一つの方法がポートフォリオ学習な

んです。

　このポートフォリオなんですけれども、この中に５年間、１０年

間、あるいは２０年、あるいはもっと何十年の自分の学習の成果物

が蓄積されていきます。蓄積することが目的ではなくて、そこへ蓄

積していく過程でいろいろなものを学習していくわけです。その中

でいろいろな発見もあります。感動もあります。そういうものが全

て綴られていく。記録されていく。そういうものになっていきますね。その絶え間ない繰り返しというものがポートフォ

リオ学習というものです。どうやって自分の興味あるものを引き出していけばいいんだろうか。こういうところがまず

出発点になります。「あなたは今一番どういうことに興味がありますか。」そういう問いかけからまず始めてみたいと思

います。

●eポートフォリオの事始め
　いろんな人たちに話を聞くと、自分は何をやりたいのかな、とい

うのが意外とわからないでいたりする人たちもいるんですね。それ

から何かいろいろ熱中してやっている人たちもいるんだけれども、

例えば、パソコンという道具とそれが結びついていなかったりとい

うケースもよくあります。これがお互いに結びついたり、その道具

を使うことによって興味が引き出されてくるというふうなことがあ

るわけなんですね。この辺もeポートフォリオというものの一つの

面白いところなんですね。

　この方法は最初は私が始めました。「私が始めた」というのは、今

から７年ぐらい前に、自分のポートフォリオをパソコンを使ってど

イントロダクション
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ういうふうにすればできるんだろう？　というモデルケースから始めたというのがそもそもの出発点です（下記の『マッ

ピング霞ヶ浦*』）。

　ビデオで映像を撮ってくる。で、それを素材にして整理をしてみる。するとそこにいろいろな物語があるということ

に気づくんですね。で、いろんな発見がある。それもただビデオで撮っただけでは意識しなかったものが、ちゃんと画

像にして、ホームページになって見れるようになって、そしてそれがしっかり確認できるようになってくるわけです。す

ると自分にとって意味のあるものがそこに見出されてくる。それを言葉で表現すると、一つの記録になるわけですね。そ

こで学習したことの意味づけができるわけです。これが私のポートフォリオの原点のようなものなんですね。

　そしてそれを一つ、二つ、三つと、二月、三月…というふうに積み上げていくと、最初２０ページぐらいだったもの

が、次第に１００ページ、２００ページ、それが５年、６年、７年と続いて今は６万ページぐらいになっています。そ

れぐらいの規模にまで成長していくわけです。５年、６年、７年経って数万という数なんですね。これが多いか少ない

かっていうのは見方によって違います。それから量を競うものでは決してない。ただ、ずーっと連続してそれが切れ目

なく今に続いているっていうのが、私の生涯学習のページ作りだったんですね。なんでそういうことができるかってい

うと、これはコンピュータ、道具を使っているからなんですね。今私たちのところで開発をしているポップコーン

（PopCorn）、プッシュコーン（PushCorn）というソフトを使っています。これを使っているので、作るのがとても楽なん

ですね。続けるのがとても楽なんです。毎回、新しい発見がある。すると、それをまた画像にして追加する。でそれを

記録する。整理する。これを繰り返していきます。これはとても面白い。そしてそれが負担なくできることが長続きす

る上でとても大切なことなんですね。

eポートフォリオの事始め『マッピング霞ヶ浦*』（前川道博）
http://www.kasumigaura.net/mapping/

目次のページトップページ

トピック

（個々のページ）

　1997年1月にわずか20ページから始め

た。生まれ故郷「霞ヶ浦」の諸々の出会い・

記憶・記録を思うがままに綴ろうという意

図で始めた。何を伝えたいかを「トピック」

（ページ）ごとに綴っては、１ページ、１

ページと追加してサイトを成長させていく。

今から振り返ればまさに「eポートフォリ

オ」であった。

　始めて見ると、表現したいもの、伝えた

いものがたくさん沸き上がってくる。テー

マや企画は尽きることなく、むしろ際限な

く沸き上がって、…５年、６年、７年…と

長続きするサイトになった。

　その間、ページ数は増え続け、トピック

で4,000、クリップのページまで含めれば

60,000。まだまだ増え続ける。

　「PopCorn」というソフトを開発してサイ

ト全体を自動生成している。これが楽にで

きる、長続きしている秘訣でもある。
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●かさばらない
　これまでのホームページ用のソフトを使うと、なかなか一つ一つ

のページを作るのが大変だったりしました。そうすると作るのを目

的にしないとなかなか長続きしなくなったりして、結局はそれで挫

折してしまったり、それが大変なために自分の考えていることが引

き出されなかったりする。興味が引き出されなかったりする。そう

いうふうなことでいろんな阻害要因が外側にあったと思います。そ

れがこういう道具を使うことによって、とても楽になってきたんで

すね。これがeポートフォリオの、道具を使うと効果的に進められ

るという側面。そしてとても長続きするということなんですね。

　で５万ページ、やがては１０万ページというふうになったとして

も、これは決してかさばることがないんですね。

　これは、例えば、ホームページの一つ一つのページをプリントアウトして紙にしたとしたらどうなるか。これはとて

も（手を上げて）こういう厚さではありません。（さらに高く上げて）こうもなりません。（さらに高く上げて）こんな

ものじゃとても収まらないです。ものすごいファイルをずらっと並べることになりますね。こういうふうに物理的にか

さばったもので、さらにそれを蓄積していくというのは難しいですね。

　それからここにあるものも、前に作ったものも手直しをしたい。それから統合化し直したい。編成し直したいってい

うことがあってもなかなかそれができないわけです。

　ですから、こういう道具を使うとそれがとても楽になる。そしてこんなにかさばることもなくですね、何十年でも続

くということになるわけなんですね。

　それでホントにポートフォリオを作るということがとても楽になりました。

こういう厚さではありません。 こんなものじゃとても収まらない。 ものすごいファイルをずらっと並べる

ことになる。

●紙ベースのポートフォリオは？

●eポートフォリオだと… ５万ページ、１０万ページとなっても、決してかさばるこ

とがない。eポートフォリオの道具を使うととても長続き

する。
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●「興味」の引き出し方
　ポートフォリオ学習で大切なことの一つ。それは「興味」の引

き出し方ということですね。自分の興味あることの引き出し方。

もちろん自分で興味のあることがある人はいいんです。それを育

んでいけばいいんです。なかなか興味を発見できないでいる人も

いたりするんですね。ですけれどもいろんな人たちに聞くと、

じゃあ、何もやらなくていいのかということではなくて、本当は

もっと楽しいこと、面白いこと。これを探しているんですね。そ

の声がとても切実だったりするんですね。そして実際にポート

フォリオ学習を始めて面白かったという話を振り返っていただく

と、本当はそこに自分の生き様というか、人生観、生き甲斐とい

うものを創造したいんだっていう気持ちがとても強いということを感じたりしています。

　そういう、とても「生きる力」になる。支えになる。そういう意味も持っているものがポートフォリオ学習なんで

すね。

　自分の興味の引き出し方というところが一つポイントになります。で、これは、人から言われて興味を発見するも

のでもないんですよ。ですからそこが最初難しいところかもしれないですね。それでこれまで私の大学では、公開講

座を何回かやりました。そしてポートフォリオ学習のいくつかのテーマ、切り口をメニューとして用意してきました。

最初の公開講座は４回シリーズでやりました。それは最初は「環境学習」、それから「自然観察」、それから「地域学

習」、それから旅のレポート「旅れぽ」。こういうテーマ設定でやったんですね。

　いろいろなものが学習の入り口なんです。そして興味あるものの接点になっているものなんです。「旅」をするか

ら、それは「学習」ではない、ということではないんですよ。それから遊びをしている、スポーツをしている。だか

らそれは学習ではないということではないんですね。それも全て興味あるもの、学習の対象なんです。「興味あるも

の」なんです。

　ややもすると学習するということと遊ぶ、それからどこか旅をして楽しむことが違うものであるかのように誤解を

してしまっている。これは境目はないはずですね。そこに自分の本当に興味のあるものがあるはずなんですね。ある

いはそこから自分の興味あるものが引き出されていく。発見されていくはずなんですね。そこに気づいていただくっ

ていうことが、また大切なことなんではないかな？　と思います。

興味引き出し法

2002年度東北芸術工科大学公開講座

「PushCornワークショップ『楽しく協働学習』」
http://www2.yamagata-net.jp/ws/

自分の興味の引き出し方を体験するワークショップ
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●デジカメとビデオカメラ
　自分の興味の引き出し方。これにはいろいろな方法があります。

文章を書くのが好きな方は文章を書いていくといいですね。それ

から写真を撮るのが趣味の方もいらっしゃいますよね。写真を

撮ってくればいいんです。それをポートフォリオに入れるってい

うふうなことを考えるといいんです。

　今、いろいろな道具ができていています。（デジカメを手にし

て）一つはこういうデジカメですね。デジカメ、ちょっと開いて、

こう撮ればすぐ撮れます。こういうものがあります。

　パソコンにこれを取り込んですぐに入れることができます。デ

ジカメはeポートフォリオを作る、とてもいい道具の一つになりますね。

　それからビデオカメラですね。（手にして）こういうビデオカメラ。今、インターネットで動画配信などもできるよ

うになってきました。ビデオで撮ったものがインターネットで流せるようになってきました。するとこれもまた大き

な可能性を広げるわけです。

　それから私は普通ビデオカメラを使っていろいろなところを撮ってきています。それを素材に使っています。デジ

カメでなく、なんでビデオカメラを使うのかというと、たくさん撮れるからなんですね。これも意外と気づかない方

法かと思って、ここでご紹介したいと思っています。

　ビデオカメラですとたくさんこう回せるんですね。そしていろいろな対象物は動いているわけなんですね。時間を

伴っているわけなんです。車に乗っていれば車が動いています。人も絶えず動いて活動しています。その時にビデオ

カメラでずーっと回していると、それを連続して撮ることができるわけなんですね。するといろんなものがたくさん

撮れます。そして、デジカメですと、どうしても最初から選んで撮るということをやります。ですから瞬時に「あれ

を撮りたかった」という時に撮れないんですよね。ですけれども、ビデオカメラを回していると、それを撮り損な

うってことがないんですね。それから経験的にはデジカメは失敗も多い。ガシャッと撮ったけれどもブレていたとい

うことがある程度の確率で起きます。ですがビデオカメラで撮れているものはたいてい静止画としてもちゃんととる

ことができるという点で意外と撮り残しが少ない。失敗が少ないんですよね。ということでビデオカメラを使って撮

るという方法をよくとっています。

デジカメは手軽に記録できる強力な道具 ビデオカメラもまた強力なツール

ビデオカメラだと動くものを記録できる 例えば鳥の動きが連続で再現できる…
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●発見と感動は大きな力
　ポートフォリオというものは結果として作られていくものなん

ですね。作ることを目的とするというよりも、作るプロセスに一

番の面白さがあります。結果的にこうポートフォリオが成長して

いくんですね。で、自分の知識も成長していくわけです。学習が

豊かになっていくわけですね。その証拠としてポートフォリオが

ある、というような関係かと思います。

　ですから「発見」と「感動」。これがとても大きな力になります

ね。それから自分自身にいろいろなものがフィードバックされて

くる。返ってくるわけです。この手応え感が非常に面白いってい

うことかな、と思います。それがまた自分の中にある「興味」を

引き出という力になってきたりしますね。

　あることについて調べると、今度はまた違う興味が湧いてくる。そこからまた違う発想が、視点が生まれてくる。

こういうものがどんどんと連鎖していきます。これは際限なく続きますね。ですから、一生、興味を持続させる大き

な力になります。そういうふうな興味を引き出す。そして、繰り返し繰り返しやることの面白さを引き出していくと

いうことなんですね。これがポートフォリオ学習を生涯学習に活かしていく。生涯学習にポートフォリオ学習を活か

していくということの面白さです。

●表現を楽しもう
　ポートフォリオはeポートフォリオという形にすると、ホーム

ページという形になってきます。人に見せることができます。人

に見せるよりも前に、自分が見るために形になる必要があるんで

すね。ここもeポートフォリオのいいところなんですね。人に見

せる前に自分が最初の閲覧者になる。見る人になるわけです。そ

して、まず自分自身に返ってくるわけです。そこでよかったかど

うかという手応えがある。自分自身に返ってくるわけですね。そ

こがとても意味があるところなんですね。そして同時にそれが人

にも伝えることができるわけです。

　するとどういう可能性が広がってくるかということなんですけ

れども、そこはまた一つの「表現空間」なんですね。表現する世界なんですね。それがまた面白いという面になりま

す。同じビデオ、あるいはデジカメで撮ってきた素材の組み方で全然違います。それからその見せ方。いろいろあり

ます。それから文章で表現するというのも千差万別。非常に表現の幅があるんですね。

　ですから割と決まりきった素材で組み立てるように見えても、それは人によって表現は全然違ってくる世界なんで

すね。そこに自分の個性が表現される。そして自分の視点というものがそこにしっかりと表現できるわけです。そう

いう表現の面白さっていうものが生まれてきますね。それを追求する面白さっていうものもポートフォリオ学習の中

にはあります。

eポートフォリオは「表現空間」。自分の

視点がしっかり表現できる。

デジカメ撮影に夢中になれるのは、そこが

「興味ある世界」に変わるから。
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●表現を高め自分を高める
　ポートフォリオを形にします。するとホームページ、Webのペー

ジになって、誰でも見れるようになります。画像があったり文字

があったりします。それを作るだけなら誰でもできるんですが、

ここはさらに表現を高めていくというのが、一つまた面白いとこ

ろなんですね。

　文章で言うと推敲と言いますけれども、よりよくしていく。磨

きをかけていくということですね。これは自分自身に磨きをかけ

ていくということです。自分自身を高めていくということなんで

す。どうすればさらに自分が学んだこと、伝えたいこと、体験し

たことの意味、これを伝えられるだろうかと表現する。これは、

とても面白いことなんですね。挑戦意欲の湧く、わくわくするような表現行為です。

　ですから、それをどういうふうに考えていけばいいのかというところに集中して中身の表現を考えると面白いんで

はないかな？と思います。

　表現を推敲していく。elaboration（推敲＝よりよくすること）。elaborate（よりよく）していくというふうなこと

なんです。

　ここにまたポートフォリオの限りない側面というものがあります。そして自分の表現の質はいくらでも高めていく

ことができるんです。これはもう限りない挑戦。そして一生かけて自分に磨きをかけていくという学習にもなってい

くわけなんです。

表現を高める（elaboration）ことは自分を高めること

ポートフォリオは自分を高める限りないチャレンジ



15

「　　」のアドバンテージ

●生涯かけてフォルダに分類
　ここでeポートフォリオがどういうものかっていうのを図の方

でご説明したいと思います。ここに出ているものですね。写真と

かビデオとか文章とか、こういうものをどんどん放り込んでいき

ます。これにタイトルをつけます。名前をつけます。そしてそれ

をどういう分類でどこに入れればいいのかな？というのを考えて

分類していきます。

　するとフォルダごとにいろんなカード、情報が仕分けられます

ね。それを整理して束ねていくと、とても大きな入れ物になりま

す。これを束ねた全体がホームページ、ウェブサイトになるわけ

ですね。これが最初は百ページでも、やがては千ページ、1万ペー

ジ、10万ページととても大きくなっていきます。こういう入れ物、こういう概念なんですね。

　一生涯かけて、そして日々更新していくものですから、この更新がとても簡単でないと長続きしませんね。データ

をいくらでも蓄積できる。こういうふうなものが必要になってきます。それで必要な道具立てがプッシュコーンとい

うものなんですね。

単なる「ホームページ」にあらず。自分の

歴史がすべてつまった「eポートフォリオ」！

写真・ビデオ・文章などを

どんどん放り込んで蓄積（記録）
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●長続きできる道具立て
　ホームページを作る道具はいろいろあります。ここで具体的な

名前は挙げませんけれども、そうした多くのソフトは、たいてい

一つ一つのページを作るためのソフトになっています。ワープロ

に割りと似ています。ページを作るソフトです。一つ一つのペー

ジは作れるんですけれども、それでもちょっと手間もかかる。

ポートフォリオは、むしろたくさん束ねたものをいかに全部見れ

るようにするか。ここがとても大切なわけですね。

　すると、何十ページ、何百ページというのを作るのは大変なこ

とですよね。一つ一つページを作る。これでも大変なわけですけ

れども、これにさらにリンクをはる。構造を作る。こういうこと

をする。とても手間隙かかるわけです。ですから、普通のホームページ作成ソフトでこれができるかというと、でき

なくはないんですけれども、かなり大変ではないかなと思うんですね。ですから小さなものを作るんなら、それで何

とかがんばれるにしても、5年、10年と続くものにはちょっと耐えられないものになっていくのではないかな、と思

います。そういう問題があります。ですから道具立てというものがとても大切になってきます。

●情報アーキテクチャの支え
　ホームページは比較的簡単に誰でも作れるというわけではない

んですけれども、それでもソフトの使い方を覚えればできなくは

ありません。それでも誰でもすぐにぶつかってしまう壁がありま

す。それは何かと言うと、構造を作るっていうことなんですね。

ホームページを作るということは１つのページを作ることではな

いんです。いろいろな知識の体系、情報の体系があります。そし

て自分はそれをどういうふうに捉えているのか、分類しているの

か。こういう構造を作るものでもあるんですね。そこはなかなか

考えるのが難しかったりします。

　ですから２ページ、３ページ、４ページ。簡単なホームページ

は誰でも作れるんですが、これが100ページ、1000ページという規模になった時に誰もがもてあましてしまう。壁に

ぶつかってしまうんですね。

　これをどのように乗り越えるかというのが課題になってくるわけなんです。それで壁ができてしまうと、とてもで

はないですが、５年、１０年…続くものにはなりません。
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　私たちの考えた方法は、「情報アーキテクチャー」と言います。情報もアーキテクチャーがある。構造があるんです

ね。構造を作って支えてあげると誰でもホームページが作れて、成長できるホームページが作れるということなんで

す。

●分類の仕方を学ぼう
　最初は分類の仕方がわからなくても、だんだん学習していけば

わかるようになってきます。それはとても大切な学習の意味のあ

ることなんです。最初はわからなくてもいいんですが、それがた

くさん積み重なるうちに、だんだん発見されてくる。そして整理

の必要性がわかってくる。そして自分の整理ができるようになっ

てくる。ここまでできれば立派なものですね。

　これをどういうふうに整理するか。これをシステムの側で支援

してあげるととても楽になるわけなんですね。そして本当に自分

が考えているように情報が整理できるようになっていくわけです

ね。ここがとても大きなポイントです。普通はそういう支援体系

がないので、どうしても途中で挫折してしまったり、大きく育てることができなくて、途中でやめてしまったりする

わけなんです。生涯学習ですから、一生涯続けるということが目標ですから、これがどのように支援できるのかな、

というのが長年の夢だったんですね。
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●画像の加工は大変
　ホームページを作るのは楽しい反面、たいへんな面もあります。

特に素材を加工したりするのはたいへんだと思うんですね。画像

を変換したりする。そういうのはどうしても避けて通れない。特

にこういうでじかめの画像がとっても大きくなります。そのまま

載せるととても重たくなります。ホームページにふさわしいサイ

ズに小さくしないといけません。すると画像の変換処理をしない

といけないんですね。加工しないといけません。小さくしないと

いけません。逐一とても面倒くさいわけですね。

　そして画像もたくさんあると、１枚、２枚、３枚とたくさんと

いっぱい貼り付けますね。それもなかなかまたたいへんですね。

こういうのはとにかく簡単にしないとたくさんある素材が消化できないということになります。
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●１日で５０枚整理する知恵
　１日デジカメで撮るとどれぐらい撮りますか？　たくさん撮り

ますよね。

高橋　ま、無制限。

　無制限？（笑）

相馬　ま、４０～５０枚。

高橋　そのつもりだったのね。無制限に撮れますもんね。

　そうですね。すると４，５０枚ぐらい当たり前ですか。

高橋　まあ、ちょっと旅行に行ったんだったらばね。１００枚と

か、当然そうなりますね。

　なるほど。そういうふうに１日で５０枚、１００枚という量を

扱うのはとてもたいへんなわけです。

高橋　そうです。

　そうするとそれをどういうふうに整理するか。これはとても切

実な問題になってくるんですよ。結局は手間がかかるから、それ

を整理しないでそのまんま、ということになると、それは何もし

ないで埋もれていってしまうわけです。それはとてももったいな

いですね。

　これは自分自身の体験の記録として、意味のあるものとして整

理したいと思いますね。それを人に伝えたいと思う。やはりこれをどういうふうに支援できるかってことになってく

るのではないかな、と思うんですね。

　それで１日５０枚撮ったら５０枚がちゃんと限られた時間の中で整理できるってことがとても大切になってくるわ

けですね。

　で、ページ作りにあまり手間暇かけすぎると、５０枚の画像を整理するために、１日では終わりませんね。２日、

３日、…１ヶ月。そうするとそういうものが度重なるともう続きませんね。ですから量の問題はとても大切なんです。

ですからできるだけ短い時間で、例えば今日撮ってきたものは今日の夜のうちに全て整理してしまう。そしてできれ

ばコメントも付けて、今日の一日の記録っていうふうにまとめたい。これができれば本当に支援できると思うんです。

ですから１日。結構手間がかかるんですよね。だからその辺はなるべく手間がかからないようにしたいなあ、と思っ

ています。それでこういう道具が必要になってくるわけなんですね。

「旅行に行ったら１００枚とか、当然そうなりますね。」

デジカメでたくさん

撮った画像をいかに

整理するか



20

●ポートフォリオは大脳の外在化
　端山先生と私はこの前段のメディアの、人のために役立つメ

ディア、学習のために役立つメディアということを一緒に考えて

きました。その結果、この「eポートフォリオ学習」というところ

にもつながっているわけです。

端山　そのポートフォリオという名前の着眼ですね。これが非常

に重要なヒントになっていますね。ポートフォリオってご存知の

ようにね、紙状、シート状になったものを集めて入れて持ち運ぶ

もの。「ポート」「フォリオ」ですね。運ぶものっていう意味で

「紙入れ」ってことになっているわけですけれども、何でこういう

ものができたかっていうことから考えると、これが非常に面白いのですね。これこうやると話が長くなるけど、歴史

が長いんだからしようがないので、ちょっと辿っていくと、一番最初、人間が記号を最初に書いたとこはどこかとい

うと、土の、砂の上とか、木の切れ端に何かこう傷をつけたとか、一個の時、傷をつけて、二個のとき、もう一個傷

をつけてとか、そういうとこから始まったわけですね。相手は砂だとか石だとか、でかい、持ち運びも不便な、そう

いうとこから始まったわけです。

　それで紙になったときに一番ありがたいことは、勝手に大きさを決めて、自分が使いやすい状態にして、それを集

めて積み重ねますと10枚や20枚軽く積み重ねることができる。その上に乗っかった情報量はロゼッタストーンどこ

ろじゃないですね。こういう歴史を経てきたときに、ポートフォリオの「フォーリオ」。フォーリオというのはシー

ト、もともと葉っぱという意味なんですね。1枚1枚に分かれているものがフォーリオです。これの価値がどれほど大

きいかということがわかるじゃないですか。それが人間の技術が長い間かかって、ようやっとここまで来たものなん

です。もう一回これを辿って考えてみると、なんで人間の技術がここまで辿ってきたのか。来たがったのかというと、

情報の処理をする大脳の構造。大脳の情報処理の構造がそのようにできているからなのです。

　で、今、この「eポートフォリオ」。これを電子で、コンピュータの上でやりますね。と先からおっしゃっているよ

うに重さがない。かさばらない。ですから、このブック型（ノートパソコン）を１枚持っていれば、世界中どこへ

行っても何千冊かの本に値する情報が、この中に何千ものポートフォリオがここに入っている。何万も入っているわ

けですね。そうするとこれは厚い本とか、厚いホントのポートフォリオを持っていなくてもいい状態。ということは、

元々の大脳の状態に近くなってきたと言ってよくないでしょうか。

　やはり人間のテクノロジーというのは、一番必要なことを一番楽なようにするために。手で持っているのは重くて

いやなんですよね。ですから頭と同じことを、頭脳と同じことをするものをコンピュータについにやらせることがで

きるようになった、ということが「eポートフォリオ」だということですね。

フォリオ

運ぶもの シート状のもの

＋

▼ロゼッタストーン ｅポートフォリオ

ポート

ポートフォリオの概念

人類のメディアの進化

ポートフォリオは夢の実現
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●人類は自己実現に踏み出す
　メディアと教育、教育支援のメディアという観点からはどのよ

うにお考えになりますか。

端山　そう。それでね、もうこの頃は、私は教育ということを考

えていないんです。「学習」なんですね。自己開発、その前に自己

実現。要するに人間が人間として成立していくことを自分で一生

懸命やっていく。その時には昔から皆さん、学校でがんがん教え

込まれたようなあの教育よりも、自分にとって必要な機能が手元

にある。それでコンピュータにここ（手）で触ると、世界中のあ

らゆる情報を手に取ることができるようになる。そういう機能が

あるとね、従来のあのタイプの学校というのは、あんまりいらな

くなってくる。その助言者、支援してくれる人さえいれば、これ

は本当の教育者じゃなくても、あることについてよくよく知って

いる人がいれば、その人に「これはどうなんでしょう？」って言

うと、「これは実はこういうことなんですよ」と教えてくれる。別

なことは別な人に聞く。これも別な人に聞く。ところがインター

ネットでコンピュータの上でやると、その別な人、別な人が、た

くさんの人がこの中に入っちゃっているわけですね。こんなあり

がたいことないじゃないですか。そうすると、もうがんがん教え

込む教育じゃなくてよい新しい形を考えた方が自己実現…。一人

一人違うんですよ。顔が違うように、一人一人の特性が違う。そ

したらその特性が一番活きるような形の支援機能が望ましい。こ

れが、確定した現代の方向性です。その意味で言うと、eポートフォリオが何をしてくれたら一番いいか。もう回答

は見えていますね。教え込むのじゃ困るんです。

　それで先ほど言われた「教育」という言葉で言うと、educationという英語がこれなんですけれども、educationと

いうのは実は語源的に言うと教え込むという意味じゃないんですよ。あれは「引き出す」という意味なんです。

「eduko（エドゥーコ）＝引き出す」をすることがeducationですね。これは引き出すということなんです。何を引き

出すかというと、一人一人が持っている望ましい特質。一番望ましいものをその人から引き出すことが教育だと。こ

れはラテン語ですからローマ字。もう2000年も前に彼らはそう考えていたわけですね。ところがいつの間にか、解答

があるものの解答を教え込むのが教育になってしまった。このおかげで人は非常に潰されました。主体性が潰されま

した。その意味で教育を超えた本当の意味での自己学習のためには、誰によっても潰されることのない…。自分がこ

れは必要だと思ったらこれがある。これがわからなくなった時には、この点については何だろうと考えると、その情

報はまた別なフォーリオに書いてある。別なポートフォリオを探してくればいい。今は人類の歴史の中で殆ど初めて

人々が、一人一人が主体性を持って自己実現をすることが可能な世界の入口に立っている。こういうのを見るとその

実感が非常に強いですね。ですから、非常に大事なものを始めてくれたと思います。

●自分の可能性を引き出そう！
　ポートフォリオ学習についていろいろ考えてきました。そして、

皆さんのご意見などもご参考にしてきました。ポートフォリオは

これが答えだってものはもちろんありません。自分で考えて、

じゃあ、どうしていけばいいんだろう。自分で答えを探していく。

そこに一番の面白さがあるんですね。それを常に自分に問いかけ

ていただきたいって思います。
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 　　【２】 　　ポートフォリオを作ってみよう
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●面白さが増幅する面白さ
　何かとても面白いなあ、ということに一度気づくと、自分の興

味というのは、それに向かって働くようになります。すると面白

さはさらに増幅されていく。そういうふうな効果を生んでいきま

す。たぶん皆さんもそういう面白さをお感じになっているのでは

ないかなと思いますけど、いかがですか？

高橋　私も遠いところの、いわゆる、ホームページの友達はいる

わけですね。そこにポートフォリオの、プッシュコーンのあれで

送ります。と、「あれ、何だか。見たことない」とか、そういう興

味を示してくれますね。そういう質問

があります。姫路のご婦人のメール友

達がいるんですけれども。最近、そう

いう質問ありますね。だから他の地域

にも広がってもらいたいと。こういう

ふうに思っています。

　相馬さんは何かお感じになることは

ありますか。

相馬　そうですね。ホームページを作

るというのは自分で、自分がやってき

たものとか、そういうものを表現できる。また自分の感動したものとか、そういうものを表現できる場所。よその人

にわずらわされないで、自分の好きなホームページを作ることができるというのは、やはり一つの楽しみですね。

●記録を綴ると「自分史」になる
相馬　６０過ぎてって言いますか。ある一定の年齢を過ぎてから、

生活して生きてきたことの証みたいなものを、やっぱりある程度

の年齢になると、皆が何かそういうことをやってみたくなるん

じゃないんですかね。

　その辺、若い人たちとは違うのかな？　自分のポートフォリオ

を作りたいと思ったりしますか。

大場　そうですね。で

も長い時間経ったりす

ると後から忘れてし

まったりとか、そういうことがあるんで、今のうちから記録しておくって

いうのは大事かなと思いますね。

　若い人たちから見れば、今作っているものが自分の記録、履歴になっ

て、生きたことの足跡になっていく。生きたことの証拠になっていくとい

うふうなことなんですね。「自分史」が。歳とってから書くというのが自

分史と錯覚されているんですけれども、実はそうではなくて、日々やって

いることを記録していくということが10年、20年続いたときに自分史になっていくと…。それはある意味、これまで

誰も経験したことがないかもしれないですね。

高橋　そうです。

　若い人たちもこういう記録をしていく。自分の興味あることを綴っていくということで、それが末長く残っていく

ように。そして自分の証になるように。そういうふうに考えてもらうといいかもしれないですね。

　それから中高年の方の、生き甲斐創造支援という、とても大切なメッセージをいただいたような気もしますね。

　ポートフォリオで生き甲斐づくり
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　ポートフォリオの第一歩

出演：

学ぶ人：山田美恵子さん（山形県山形市）

助言者：前川道博（東北芸術工科大学専任講師）

●eポートフォリオを作ろう
前川　それではこれからeポートフォリオ、山田さんのポートフォリオを作る、ということで進めて行きたいと思い

ます。山田さんにはこれまでに、パソコンに取り込んでおいてもらった画像などをあらかじめ持ってきていただきま

した。

はい。山田さんはどういったことにご関心がありますか？

山田　いろんなところへ旅行したとか、行事とかそういったのを一応記録に残しておきたいなと思って、デジカメで

いろいろ撮ってあります。

前川　なるほど。ちょっとどれかいくつか見せていただけますか？

山田　はい。これは2年前に九州に

行ったときの写真なんですけれど

も。

前川　九州に行かれた理由という

のは何か？

山田　一応、実家が九州なもので

すから、夏と冬に毎年２回行って

るもんですから。これは九州の実

家の近くなんですけども、雉車っ

ていうのが家の近くのお土産です。

焼酎の印としてとっくりみたいなのがあるんですけど。そういうパーキングエリアがあるんです。

これは九州と本州のつながりで九州の方のパーキングエリアです。

前川　関門海峡ですか。

山田　関門海峡です。布刈（めかり）っていう。（別の写真を見て）これ

も近づいた写真です。

前川　関門大橋ですか。

山田　はい。関門大橋です。だんだん近づいて来て撮った写真です。

前川　じゃあ、こういった記録を今度はポートフォリオにしていこうとい

うことですね。

山田　はい。

前川　考え方なんですけども、山田さんのようにいろんなものが記録され

ています。そういうものが自分のポートフォリオの全体になってきます

私のポートフォリオ

フォルダ

山田美恵子さんの

eポートフォリオ
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ね。その中に入っていくといいんではないかなと思うわけです。ですから、たとえばご趣味のフォークダンス、ある

いは毎年行かれているご実家のある九州への旅。こういうふうなものが継続性のあるテーマになっていくかもしれな

いんですけれども、それ以外にもたぶん記録されたいものとかがあったりするかと思うんですよね。ですからそうい

う、いろいろ諸々の記録をすべてここに入れていくという考え方でポートフォリオを作られるといいんではないかな

と思いますね。それが5年、10年、あるいはもっと続くものになっていくんだろうと思いますね。

　ということで、こういうもの全体を入れるポートフォリオをまず作ってみると。そこにまず１ページ、また1ペー

ジ入れてみるということで進めていったらどうかなと思っています。

　それで全体をまず作ってみましょうか。で、その入れ物を作るんですが、私たちのところではPushcornという道具

を使って、ポートフォリオを作るという形で進めているので、それをこれから試してみたいと思います。

前川　はい、このPushcornというものを使ってポートフォリオを作ります。これから…。まったく今ゼロの状態で

す。ですので、まずそのポートフォリオの大きな入れ物を作ります。

　それで「新規サイト」の作成ですね。これでポートフォリオになるサイトを作ります。

　ここに何か名前を入れてもらうといいですね。サイトのこれはアルファベットでいれます。

　いろんな情報が入る自分の情報の入れ物になるわけですけども、それに対してどういう名前をつけますか？

山田　「美恵子の部屋」にしたらいいかしら。

前川　「美恵子の部屋」にしましょうか。はい。

　で、あとその今度カードを作ったり情報を入れていく時にいろんなフォルダというものができるんですけども、あ

らかじめ標準的な分類、地域、記録日、登録日というふうに４つセットしてあります。ひとまずこれでいいかもしれ

ませんね。はい、じゃあこれでオッケーということにしますか。

　「登録」をクリックしてください。

美恵子の部屋

●ワンポイントアドバイス

　何でも放り込める大風呂敷なタイトルにしよう！

５年、１０年、…と続くのがポートフォリオ。テーマもいろい

ろ。長い間には興味なども変わる。そうなっても、どんどん情報

を追加できると長続きできる。

　山田さんのように自分の名前をつけると、とても大きい情報の

入れ物（eポートフォリオ）になる。

eポートフォリオのタイトルは？
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●画像チェック＆アップロード
前川　はい、それでこれからそのサイトを作っていくわけですけ

れども、ポートフォリオになるサイトを作っていくんですけども、

手順としてはまずページを作るための画像とかファイルを送って、

それを整理するということで進めていきましょうか。

そうすると「アップロード」ですね。

それでこれからファイルを送るんですが、アップロード先が選ば

れていますけれど、これを「新規」にしていただいて、じゃあ先

ほどの九州のをまず入れてみますか。

サーバーのほうにこれからファイルを送ります。画像ファイルを

送ります。

　画像の整理の仕方なんですけど、2002年なん

ですね。そして日付はわかってるんですね。8月

の？

山田　11日。

前川　11日。この「新しい名前」と書いてある

んですけれども、ここにそれを入れる場所の名

前をつけてもらうといいかなと思います。

名前はどういうふうにつけてもいいんですが、

わかりやすい忘れない名前がいいと思いますよ

ね。そうするとたとえば2002年の8月11日とい

うふうな名前でもいいかもしれないです。たと

えばですけども、2002/(スラッシュ)0811。

　これは場所はなんかみんな同じなんでしたっけ。ちょっと違うんでしたっけ。

山田　ちょっと違いますね。

前川　ちょっと違いますね。ちょっと場所の名

前はあとから入れるということにしましょうか。

まずファイルを選んで送ってみましょう。

　画像を選んでいきます。それから次とどんど

ん選んでいきましょう。

　はい、こんなところですかね。じゃあこれを

全部まとめて送ります。「アップロード」ですね。もうちょっと待っててください。

　転送（アップロード）が終わって、今画像のサイズとかを変換する処理をやっているところなんですね。はい。こ

れで終わりました。

アップロードする

画像を選ぶ

Ｓサイズ

Ｍサイズ

元の画像

Ｌサイズ

サイズ変換

PushCornでは画像サイズを
自動的に変換してくれます

アップロードと同時に画像サイズも変換
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●クリップファイルで画像を整理

前川　次は今送った画像が「クリップファイル」というものに

入っているんですよ。この「クリップファイルの編集」というの

を選んで、ちょっと見てみましょうか。

　「既存のクリップファイル」というところで、今つけたのは2002

の8月 11日ですね。そうするとこういうふうに出てきます。

　それで、こういったものひとつひとつについて、たとえば、そ

のタイトルをそれぞれ。内容のわかるタイトルをつける。で、整

理していくといいですね。

　それから日付とか場所とかもものによってたぶん違いますよね。

そのへんを少しこう整理しておくといいと思うんですね。そのた

めにこのクリップファイルというのを使って整理するようになっ

ています。

データの入れ方なんですけど、「全て展開」というのをクリックす

ると、こういう入力するフィールドが出てきます。ですからここ

にタイトルとかをつけていけばいいんですね。

はい、それでいいですか？

じゃ、あと他のものもタイトルをつけたり、場所を書いたりとい

うことでやってみるといいですね。

どうしましょうかね。ひとまずこれで先進めますか。

これをこう書いて保存するときにはこの「登録」を押せばそれで

終わります。

さきほどタイトルをつけたのはファイル名ではなくて、それにつけたタイトルに変わっているわけですね。これで

オッケーです。

●フォルダに仕分ける：

　テーマで分類
前川　それで、まず１ページを作ってみたいと思います。最初の

１ページですね。実はこれは５万ページ、１０万ページになるか

もしれないんですけれども、その最初の１ページですね。

山田　はい。

前川　それをこのページから作る始めるということでやっていき

たいと思います。

　その前にやっぱりちょっと順番から言うと、フォルダを先に作



28

るということをやりましょう。それでこれから、

いろいろな情報を入れていくカードを作るんです

けれども、まずそれをどういうふうなその分類で

いろんな仕分けた、フォルダに仕分けるかといい

のかなというのをこれから整理をします。

　まずそのカテゴリというのなんですけども、山

田さんのこういう画像とか集めているものとかそ

れから興味のあるもののグループがいくつかあり

ますよね。そうするとひとつが九州へ行く旅。そ

れからフォークダンス、あとほかにもあるかも

しれませんね。その他の場所への旅とか。という

ふうなものがたぶんテーマとして考えられますの

で、それをカテゴリというくくりにしておくとい

いですね。

　まずひとつこの「新規」でその九州への旅ですね。それをここで作ってみましょうか。どういうふうなタイトルと

つけるといいですかね。

　「九州への旅」でいいですか？そうしましょうか。

山田　そうですね。それがいいですかね。

前川　略称というのはこうタイトルがタラタラ長いと

きに短くするんですけど、それほど長くないのでそ

れと同じでいいと思いますね。

コピーしてペーストするといいと思いますね。コ

ピーして、貼り付けですね。

次の「フォルダID」なんですけども、アルファベッ

トでここは入力しましょう。

「kyusyu」でいいでしょう。いいですか。これを

「kyusyu」とつけました。これでオッケーですね。は

い、これでカテゴリのほうのフォルダを仕分ける先の

フォルダをひとつ作りました。

　せっかくですから場所のほうもなんか作ってみま

しょうか。そうすると「フォルダの種別選択」ですね。地域というのはまだこれからなんですけども、そこを設定し

てみましょう。

　それから今度は地域別のフォルダの仕分け先として、

熊本県、熊本というふうに書きました。ここへ入れて

行きます。

ひとまず必要入れ物。これからまた追加で違う場所を

入れたいとか、違うカテゴリを入れたいというときに

はまた同じように追加していけばいいんですね。

カテゴリフォルダ

トピック
トピック
トピック
トピック

インデクス

　…

…

トピック
トピック
トピックトピック

インデクス

フォークダンス

カード

カテゴリフォルダ 記録日フォルダ …地域フォルダ

九州への旅

テーマで分類、フォルダに仕分け

美恵子の部屋

トピック
トピック
トピック
トピック

インデクス

九州への旅

トピック
トピック
トピック
トピック

インデクス

？？

トピック
トピック○○○○

分類：
九州への旅

地域：？？

カテゴリフォルダ 地域フォルダ

カード

カードをカテゴリで仕分ける

美恵子の部屋

トピック
トピック
トピック
トピック

インデクス

九州への旅

トピック
トピック
トピック
トピック

インデクス

どこか

トピック
トピック○○○○

分類：
九州への旅

地域：どこか

カテゴリフォルダ 地域フォルダ

カード 分類に困ったら「どこか」
後から整理できます

カードを地域で仕分ける
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●カードを１枚作る
前川　じゃあ次はサイト編集に戻って、最初のカードを一枚まず

作ってみたいと思います。

　「カードの編集」ですね。これから入れるのでもちろん何もあり

ません。新規ですね。それでこれを使ってカードひとつをつくり

ます。これがあのトピックをひとつ作るというイメージです。

それで素材をまずこう使って、ここのページに貼り付けるという

ことで進めていくとページが作りやすくなりますね。

　そうすると先ほどのこれなんですけども、このときは2年前、

九州に行ったということなんですね。まずこれ画像を貼り付けて

みましょうか。

　この「項目追加」というのから、そうですね「画像」というの

を選んでいただきましょうか。ちょっとこう下に。「編集」をク

リックして、これでいいですよね。これを貼り付けます。そうす

るとこの画像がここに貼り付きます。

　あと何か説明も書けるといいですよね。何か一言説明書きま

しょうか。そうすると「説明」というところで、「説明文テキス

ト」を選びますか。

　例えば今こういったような話を、ここにこう旅の思い出、記憶

として説明が一言あると、みなさんがわかるようになるわけです

よね。それをなんか手短に書いていただけるといいのではないか

なと思うんですね。どういうふうに説明されますか？

山田　そうですね…。（説明文を書いて）

前川　はい。これでよく伝わりますよね。画像を一枚貼り付けた

ら、説明もちゃんと書くと。非常にその狙いのよくわかる情報の

伝達になるわけなんです。自分のなかでもこれがいったいどうい

う意味のあるものだったかということが整理されるわけですね。

山田　そうですね。

前川　これをどういうところに仕分けていれるのかというのを設

定します。このフォルダの仕分け先なんですね。この「カテゴリ」から先ほどな

んでしたっけ。熊本…九州の旅でしたっけ。「九州への旅」というのを選んでいた

だいて、これで「閉じる」といいんです。

山田　「閉じる」でいいんですか？

前川　はい。これで「九州への旅」というところに仕分けられたわけです。

はい、これでひとつページができました。

それではこれを登録します。新規保存してよろしいですか？はい、オッケーです

ね。これでひとつカードを作りました。
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●サイト生成、小さくても大きな一歩

前川　そうすると今度は、これを見ることが

できるようになります。この「サイト編集」

というのを選んでいただいて、この「ポップコーン」というのを選びましょう。

　これは何かというと、今データを入れました。ただそれはどこにも見れる状態にはなってないわけですね。今度こ

のポップコーンというので、サイトの自動生成というのをやります。そうすると今度は誰もが見てもらえるような形

のあるホームページができるわけですね。というわけで、この再生成というのをやってみましょうか。

　はい、これでいろいろズラズラズラっと出てきてますが、この

今の一瞬の間にホームページを作ったわけなんですね。それでこ

の生成されたページはこちらというのでとりあえず見れるように

なっている。それを選んでみてください。これが今できたページ

なんですね。

　いろいろなフォルダに仕分けられていますが、まずカテゴリか

ら見ていきましょうか。「九州への旅」。これはまだ１件しかあり

ませんけどもひとつ入れたわけですね。そしてこの関門大橋で、

まずというふうに、ページができているわけですね。

簡単なページですけれども、画像一枚を説明していると。

ただ説明もちゃんとわかるように。

山田　書いてありますね。

前川　書いてありますし、画像一枚みせられても、単なる画像

ではなくて、意味のある情報として伝わっているわけですね。

山田　そうですね。

前川　ひとまずオッケーですか。

山田　オッケーです。はい。

前川　それでこの画像はこの大きさで出してますが、Lサイズというのをクリックするともっと大きく出るように

なってます。こういう大きさですね。

とりあえずこういうふうに入れるということがとても意味のあることです。

こういうふうにして、ひとつページを作りました。

ポートフォリオというのはこういうふうにしてまずひとつのページを作る。これがとても大切です。これが5年10年

と続く、第一歩なんですね。小さくても大きな第一歩なんですね。これがひとつできたということは、2ページ目も3

ページ目もあるいは100ページでも1000ページでもできるという可能性が開かれたということなんですね。

これはとても小さくても大きな第一歩なんですね。

美恵子の部屋

フォルダ

自動生成

Webサイト
(ホームページ)

PopCornで瞬時にサイト生成
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●インターネットに公開しよう
前川　こういうふうにですねPushcornを使ってwebサイトを作る

ことができます。ポートフォリオを作ることができます。

　まずこれでいいということになったら、今度はこれをインター

ネットに公開します。それを次にやってみましょうか。

山田　はい。

前川　その手順なんですが、「基本設定」ですね。それを選んでく

ださい。

　そして「サイト基本項目」というのがあります。これを「公開

にする」といいわけですね。それで

「登録」。で、オッケーです。

ちょっともう１回この「サイト基本

項目」に行っていただいて、これク

リックしてみてください。

yamagata-netというこの上のURL

を。

　これで出てきました。これが公開

されたホームページなんですね。

先ほどのサイトは、まだ公開する前

の段階なので、他の方はパスワード

がないと見れないようになっていま

す。

山田　あ～ぁ

前川　これはパスワードなしでも公

開される、別な形でインターネット

に公開されているんですね。今度は

このURLといいますけれども、ホームページのアドレスを

みなさんにお知らせいただくと、私のこれを見てください

というふうにお知らせすれば、これをみなさんに見てもら

えるわけですね。

サイト１

サイト２
サイト１

サイト公開

インターネットの世界
パスワードなしに

誰もがアクセスできる世界

PushCornの世界
ユーザIDとパスワードで守られた

あなただけの世界

パスワードが必要 誰でもアクセス可能

美恵子の部屋 美恵子の部屋

「公開設定」をすると

インターネットに公開できる



32

ポートフォリオのアドバイス

●事例「マッピング霞ヶ浦*」
前川　私の作っているサ

イト、マッピング霞ヶ浦

というサイトなんですけ

ども、これは97年から作

り始めてもう7年になりま

す。

Popcorn、pushcornという

のも実はこのサイトを作

りながら、どういうふう

なものにすると皆さんに

役に立つツールになるだろうかというのをあらかじめ自分のケースで検証し

たんですね。それがこんなふうに未だに更新できるサイトになっているわけ

なんですね。

　これは土浦というところで水戸街道のその面影が少し残っている坂道な

んですけども、赤信号の時にちょっとデジカメを取って、バシバシと撮っ

たものなんですね。

山田　へ～ぇ。

前川　これは霞ヶ浦を車で

回っていたら、歴史的なこ

のコンクリート造りの面影

のある古い橋なんですけど、

それが取り壊されていたり

して思わずバシバシと記録

を撮ったものなんです。

　それで全体はどういうふ

うに括っているかというと、このようにですね、かなりたくさん括り

方があります。全てあわせるとトピックの数が4000くらいありますか

ね。4300。クリップ入れると6万。それぐらいの大きさにもなるとい

うことなんですよね。

　これぐらいすごくたくさんありますが、それでもちゃんと収まって

いるわけです。

山田　そうですねえ。

前川　ですから山田さんのサイトもこれぐらいまで育っていくという

第一歩を踏み出されたわけです。

水戸街道の面影。興味あるもの

は「撮って記録」

●ワンポイントアドバイス

　最初からしっかりカテゴリを思い描けなく

ても心配いらない。トピックが５０、１００

と増えてきてからカテゴリ分けするのを考え

てもよい。とにかく先はとても長いのである。

　数が増えてきたら、カテゴリを考えればよ

い。PushCornでは分類をしなくても、「未分

類」というカテゴリに分類される。

　溜め込めば整理の筋道がみえてくるもの。

「情報整理術」の極意かもしれない。
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●体験を綴るのはまとめる知恵
前川　たとえばこれどういうふうに括っているかちょっといくつ

か例をお見せしたいと思いますけれども、霞ヶ浦に行ったときに、

船に乗せていただいて、そのときにずっと回ってきました。その

ときの様子をたくさんこう撮ってるわけなんですけれども、これ

はビデオで撮ってるので静止画がたくさんできているんですが。

　早朝に土浦の港を船で発ってですね、出かけていくと。画像が

たくさんある。これを全部クリップにして載せているわけです。

　そして次に船、マリーナに集合して、これをまたクリップたく

さん載せてあります。予定の人が集まってくる。というストー

リーになっていますね。

　これが乗せていただいた調査船なんですけども、これにこれから乗せていただ

く。ということなんですね。とても新しい船で、もの珍しいのでいろいろ撮ってい

るわけです。

　いよいよ出発して、これは船長さんなんですね。そうすると土浦港がだんだん遠

ざかっていくという風景になって

いますね。

　朝っぱらなので、そして冬です

ので、外がなかなかこうよく見え

ないんですね。ニジニジしてしま

うわけですね。そうすると霞ヶ浦

の風景がこう見えているわけです

けども、どんどん沖合いに向かっ

て進んでいるということなんで

す。土浦の町がだんだんと遠ざかっていく。カモメとかカモも飛ん

でいる。そんな風景ですね。筑波山もよく見えてます。

　こんなふうにしてずっと撮っていきました。

　これは一日の体験なんですけれども、たくさんになりますよね。

山田　そうですね。

前川　物語ができちゃうわけです。「これがこうでこうでした…」っ

ていうふうに書くと。それ一つ一つがトピックで、10、20という、

もっとあるいはもっとたくさんのトピックにして束ねると一日ので

きことが綴れると。これ全体をひとつのカテゴリにすればいいわけ

です。というふうな整理の仕方で、いつも整理をしています。これ

が私の霞ヶ浦のサイトですね。

撮った順に画像を並べ、区切りよく束ねてタイトルを付ける。１日の画像を整理する極意。

トピック１：早朝の土浦港 ２：マリーナに全員集合 ３：新調査船 ４：いよいよ出航！

５：窓がニジニジ、水鳥…

体験をトピックにして綴ると物語ができ

てカテゴリにまとまる。
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●大風呂敷にして全てを包もう
前川　どうしてもこうテーマがこう目の前にあるとそれで作りた

くなる。

　そうするとテーマっていうのは5年10年経った時に自分の興味

も変わってくる。

　そうすると（テーマが）変わったときにまた新しいものを作る

と、いくつもこういろんなものを作ってしまうことになるわけで

すよ。そうするとやがては5個10個というふうに（サイトが）た

くさん増えていってしまいます。そうするともう管理できなくな

りますよね。

山田　そうですねえ。

前川　自分でどんなサイトを作ったのかがわからな

くなりますよね。

山田　ですね。

前川　なるべくこう大きく、大風呂敷ということな

んですけれども、大風呂敷にしてすべてを包んであ

げる。こういう考え方がポートフォリオなんですね。

あんまりテーマで細分化しないほうがいいですね。

　むしろテーマで細分化するときは、カテゴリで分

ける。カテゴリフォルダを、仕分け先を分けてあげ

るという考え方ですね。そのほうがいいです。

●1ページ、1ページと作ろう
前川　ポートフォリオということで、みなさん構えてしまう傾向

がどちらかというとあります。ですけれども、大切なことはまず

ひとつ作ってみることなんですね。これを何よりもお勧めします。

ひとつできればふたつできるんです。ふたつできればみっつでき

るんです。ひとつも作らないといつまでもできないですね。

　これでズルズルと1年でも2年でも続いてしまうと、できるも

のができないまま、1年、2年とあっという間に過ぎていきます。

とてももったいないですよね。ですからまずひとつページを作っ

てみる。そしてやり方も全てわかる。そうすると次もできる。と

いうことになってこれを続けていけばいいんですね。

　これを一生涯続けていただくと、知らず知らず、千ページ、1万ページになっている。ということになるわけなん

ですね。

山田　そうなんですね。

前川　とても簡単な第一歩なんですけれども、とても大きな歴史のある取り組みの一歩の踏み出しなんですよ。

山田　そうですね。忘れないようにしたいと思います。

前川　じゃあこれからもがんばってください。

山田　はい、ありがとうございます。

大風呂敷は長続きの秘訣
サイト「マッピング霞ヶ浦 *」
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カテゴリで増やそう
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●教えることは10倍面白い
　ポートフォリオを作り始めるとだんだん面白さにはまっていく人

がいます。もうそうなれば言うことありません。そこから今度は

もっと楽しさを他の人たちに伝えていってあげたり、自分でもっと

それ以上の面白さを創造していく。そういうことを考えていただく

と、さらに楽しくなっていくと思うんですね。

　そこで是非お考えいただくといいかなってことは、自分が得たも

の、それを他の人に伝える。教えるっていうのは…。人から教えて

もらう。それの一つのお返しでもありますが、人に教えるっていう

のが一番自分にとってプラスになる学び方なんですね。これはとて

も大切なポイントなので、皆さんにもおすすめしたいと思っていま

す。教えることは学ぶことよりも10倍面白いんですね。

　これまで学校というのは先生がいて、教わる人たちがいて、その関係で成り立ってきました。ですけれども、これか

らは皆でお互いに教えあう、学びあう。こういう学びあいができるといいと思うんですね。そのためにも自分が興味あ

るものを持っていて、人に楽しさを伝えられる。そして、人からも刺激を受けてそれが自分の力になる。そういう力を

持っていくということが求められていくことなんだと思うんですね。

　昔、例えば寺子屋というものは、その時々で先生が替わる。あることを学んだら、今度はその人が先生になって皆に教

える。それを役割を替えて皆で回していく。非常に全人格的な教育が行われたと言われています。まさに今の、こういう

道具を使ったポートフォリオを使った学習というのは、それを再び実践できる一つのケースになるんだと思うんですね。

　人に教える。そしてさらにそれが自分の力になっていく。そして人にも学ぶ面白さを伝えるっていう役割を果たして

楽しさの輪を広げていくと。そういう展開をお考えいただけるようになるといいんではないかなっていうふうに願って

います。

●人もいろいろ、分かち合い
　世の中にたくさんいろんな人たちがいます。いろんな世界観があ

ります。そして考えがあります。そしていろいろな専門分野、バッ

クグラウンドがあります。場所が違うとその状況も全然違います。

そういう多様な世界がこの世の中なんですけれども、そういういろ

んな人たちが情報発信できるようになると、それがまた豊かな社会

を作り上げていくわけなんですね。

　今、プッシュコーンという道具を使って、全国のいろんな人たち

が、それでいろんなサイト、ポートフォリオ作りを始めるというと

ころに来ています。そうすると実はいろんなものがあって、とても

楽しい世界なんですね。こういういろいろやっている人たちが他に

いると、いろんな刺激を受けるわけなんですね。これまでにこの

プッシュコーンの、ユーザサイトがたいへん多くなってきました。かれこれ100を超える数のサイトができてきていま

す。どんどんできてきています。で、この内容を見ると、学校とか地域コミュニティの中で、一つの役割を持って地域

情報を出していくというふうなものもあります。それから学校の中で、総合学習の中にポートフォリオ学習を活かして

いくというふうな取り組みも出てきています。それから地域の活動をレポートするという形で地域情報を発信していく

という取り組みも始まったりしています。それから自分たちのクラブ活動を紹介したりとかですね、今、自分が一番興

味のあることを伝える。そういうふうな趣味的なものから、非常に幅広いんですね。食文化、温泉とかお祭り、それか

らですね…、その他いろいろありますね。こういうのは挙げると切りがないという感じですね。

　それで全く興味も違えば、会ったこともないような人たちが、いろんな情報を出しているんですね。それがまた足し

たようで、上手い、下手ということを超えた一つの魅力として感じられる。それもホントに刺激を受けるんですね。で

すから、それもこういうものの面白さなんだろうと思うんですね。ですから自分が中心でいつつも、他の人たちも全く

違う形で魅力あるものを作り出している。それが実は全く同じ道具でやっているわけなんですけれども、中身が全然違

うわけですね。これがポートフォリオというものが横につながった時の面白さではないかと思うんですね。

　そういう点では皆さんも何かお感じになるところがありますか。

面白さを無限大に
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●仲間どうしで学びあえる面白さ
高橋　まず第一にその技術的なことね。それは年中、何て言います

か、講習会とか何とかっていうことが常に開いているっていうこと

は無理なことですので、お仲間を増やす。ポートフォリオを一緒に

やっているお仲間、友達。それがお互いに牽引しあって教えあって、

私は年寄りだからなかなか覚えが悪いわけですけれども、この相馬

さんというの

は、すぐ教えを

請うわけです

ね。そういうお

仲間が、お友達

というか、お仲間がどうしで教えあうと、その技術的なわからない

ことはね。これはホントに有意義なことだと思いますよ。何て言い

ますかね。遠慮なく聞けますでしょう？　お友達は。でないと、

ちゃんとした講習会に行って成るってことでなくて、そのお友達、

お仲間どうしで教えあう。これが一番の勉強になると思います。実

際、私そうしている。皆から聞いてやってます。

●80倍と言わず、100倍、200倍
　ポートフォリオ学習の最後なんですけれども、あまり自分から、

「これはつまらないんじゃないだろうか」とか決め付ける必要もあり

ません。自分の可能性がどのように開かれていくんだろうかという

こともやってみないとわかりません。やってみることにとても大切

な意味があります。その中でたぶん何かを発見していくんですね。

それを是非大切にしていただきたいって思っています。それがやが

ては5年続き、10年続き、あるいはもっと続くと、自分のかけがえ

のない生き甲斐創造になっていくかもしれないんですね。それも大

切な学習の機会ではないかな、と考えています。

　是非、無理することなく、「80倍楽しもう」といいましたけれど

も、80倍と言わず、100倍でも200倍でも楽しんでいただきたいと思います。

（ちょっとオフレコ）

相馬　なんで80倍なんですか？

　何を、どういうふうに数字を当てはめようかなという公式を作ろうかなっ

て思ったんですよ。それで80倍と仮に定義してみたんですけれども、「増幅

していく」ので80倍という数にもなっていく。

相馬　8だから末広がり。

　そういうふうにご提案いただいて意味づけられていくんだと思います。

端山　80をね、縦にするんだ。

　それはなかなかいい発想ですね。

相馬　ゼロと無限大で。哲学の世界だ。

　無限大ですね。そうなんですよ。

　実はこのポートフォリオっていうのは、いろんな課題を含んだ学習の提案

にもなっています。それは問題は自分の中に作られるということなんですよ

ね。自分だけが持っているというものなんです。（問題を）与えられて解き
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方を解くために、学ぶために学ぶのではないわけなんです。それは自分の中

にある「興味」、そことの接点で見出されるもので、多種多様なものである。

これを拘束するものではないということなんですね。実はそこの縛りがとて

もきつかったということで、私たちはいろいろな制約を受けてきたわけで

す。ある意味損をしてきたわけです。その損とはどういうことかというと、

自分の中に、本当に興味のあること、やりたいこと。生き甲斐と言ってもい

いかもしれません。そういうことを見出し損なってきた人も多いのではない

かと思いますね。是非それに気づいて欲しいっていうのが、この問いかけな

んですね。

●誰もがつかめる「面白さ」
　で、この世の中つまらないって言っている人もいるんですけれど

も、そんなことでは決してなくて、どこに行っても面白いものはあ

るんですよね。ただそれを面白い、興味のある対象としてみていな

いだけなんですね。

　だからこういう道具で、デジカメで、ビデオで捉える。発見する。

こういうのも一つの表現行為。発見の行為なんですね。これも何気

ないことですけれども、やってみるかみないかでだいぶ差がついて

くる。そこに何かが見えてくる。それは自分が世の中を見る視点を

作るということなんです。これもポートフォリオというものがある

と、一つのきっかけになるということですね。これもまた世界を見

る一つのきっかけ作りとしてとても意味のあることなんではないかなと思うんですね。

　そして人に伝える。人に教える。この面白さですね。これで何倍も（面白さが）増幅します。これは掛け合わせで増

幅します。そういう面白さがあります。そして皆と一緒に楽しくやりましょうというコラボレーション。こういう際限

のない楽しみ方がその先にある、ということなんですね。一人でやっていれば孤独でしかないんですけれども、仲間が

いるととても楽しくなる。支えあいになる。そして自分が途中でやめちゃお

うと思ったところも、人に励まされる。人に刺激をされあう。こういうふう

な関係性で思いもしなかったような方向に展開していくことがあると思いま

すね。

　というふうないろいろなことがあって…。人は意外に常識にとらわれてい

るって面が非常に多いんですね。「こういうことやると恥ずかしい」と人は

思うんじゃないかと思ったりするとできることができなくなりますよね。結

構皆さん、自信がなかったりして、ちょっとためらったりする方も多いとい

うのを見受けます。それはやはり自分でやる面白さの経験がまだないからか

もしれないんですね。

　本当に楽しめる可能性というのは、誰にでもあるわけなので、そこを早く

気づいて皆さんがもっと自分で楽しんでいけるような文化創造、学習の創造というものができるように支援していきた

いなあと思っているんですね。そんないろいろなことを考えると、生涯学習の面白さというところは掛け合わせになっ

てくる部分がある。そうすると総じて80倍ということになっていくわけです。80倍のどれがどの数字というのはちょっ

と秘密にしておきたいと思います。これ、どこかで種明かししたいと思っています。
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